（記載例１）

助成申込事業計画書
１　助成申込事業の種類　※いずれかにマルをつけてください。

（1） 施設・設備の整備事業（助成限度額４００万円以内）
（2） 地域福祉を促進する事業（助成限度額１５０万円以内）
２　助成申込事業名
　　エアコン更新事業
３　事業を必要とする事業所について（事業所名、具体的な事業内容、事業所の特色等）
事業所名：〇〇保育園
　　定員８６名（０歳１０名、１歳１２名、２歳１４名、３歳１５名、４歳１５名、５歳２０名）の認可保育園であり、現在、８５名の園児が在籍し、平日及び土曜日の７時～１９時まで開園している。
　　児童を主体とした福祉に取り組み、一人ひとりの人格を尊重しながら、心身の健やかな育ちを援助している。音楽・表現・体操・ダンスなど幅広く児童の可能性の芽を育むことに力を入れている。
４　助成申込事業の具体的内容（事業内容、実施期間、実施回数等）※詳細に記載ください。
　　園内に１３台あるエアコン（業務用エアコン１１台、家庭用エアコン２台）のうち、業務用エアコン５台（３歳児室１台、４歳児室１台、５歳児室１台、遊戯室２台）及び室外機１台を更新する。工事は助成決定後すぐに開始し、工事期間は１ヶ月程度の予定である。購入予定のエアコンは、設定温度に達するとパワーを下げて消費電力を抑える省エネ運転が可能となるため、電気代の削減及び快適性の向上等が期待できるものとなっている。
５　助成を必要とする理由（助成対象の経過年数等）※必要性を詳細に記載ください。
今回更新するエアコン５台及び室外機１台は、開園時から１８年間使用しており、経年劣化による故障と修理を繰り返し、年々故障の頻度が増えている（一昨年は３回、昨年は５回の修理を実施）。業者からも寿命であるため買い替えを勧められており、特に夏場に故障すると園児の命にも関わることから、園児に安心・安全な保育を提供するために早急にエアコンを更新する必要がある。また、同じく開園時から使用していた０歳児室、１歳児室、２歳児室のエアコンは昨年に自費で更新しているが、昨今の物価高騰等により経営状態が厳しく、これ以上の資金を捻出できないため助成を必要とする。

６　助成申込事業の優先順位（施設・設備の整備事業と地域福祉を促進する事業の両方に申し込む場合、助成の優先順位とその理由を記入）
〇優先順位１：エアコン更新事業
　　　園児の命を守るために早急にエアコンを入れ替える必要がある。
　〇優先順位２：除雪機の購入
　　　園児の安全確保及び職員の負担軽減のために除雪機の購入を必要としているが、エアコン更新に比べると緊急度は劣る。
７　過去の本基金からの助成の実績（過去１０年程度の金額と対象事業）
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                                               合計　（　　０回）　　　　０円
８　他団体の助成申請・決定（現在、助成決定されている事業や申請をしようとする事業）
　　※すでに他団体等へ申請している事業と同じ事業を申し込むことはできません。
　　なし

９　社会福祉充実計画における社会福祉充実残高　　　ある(金額　　　　千円)　・　なし
１０　福祉サービス第三者評価の受審　　ある(直近年度　令和５年度)　・　なし

